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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業計画書

委員会名:
まちづくり委員会
委員長名:
青木征一郎
事業名:

3月担当公開例会「SOYがぁ～て枝豆－キックオフ集会－」
文書名:

まちづくり委員会3月担当例会理協2
文書作成者:
阿部巧
作成日:

平成26年2月2日
室長確認日:
平成26年2月3日


【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景
現代のように情報や物が蔓延し、人々の生活様式が目まぐるしく変化している時代において、継続的なまちの発展に繋げるためには、地域資源を活かした新たな地域の宝が有効なコンテンツとしてあげられます。私たちの住む長岡においても、自然や歴史、先人達が作り上げた文化や伝統など、長岡市民が誇れる数多くの地域の宝があります。この長岡にある地域の宝を有効に活用し、長岡の魅力を長岡市内外へ発信していくことが求められています。

2. 事業目的(対外)
　地域を学び創造した新たな地域の宝とこれからの取り組みについて理解し共感することで、一般社団法人長岡青年会議所(以下、「長岡JC」とする)と同じ情報をもって、今後、発信者となるスタートラインに立っていただくことを目的とします。
3. 事業目的(対内）
JCメンバーが、「SOYがぁ～て枝豆 創造編」で生み出された新たな地域の宝に共感することで、地域社会の発展を想い活動するメンバーの一員として、今後積極的に発信して行くことを目的とします。

4. 事業の対象者

(1)対外対象者：関連事業者、マスコミ、長岡市役所、各種団体
(2)対内対象者：長岡JCメンバー



【事業概要】

1. 実施日時

(1)実施日:
平成26年3月17日(月)
(2)実施時間:

18:30～21:00
(3)設営時間:

17:00～21:00
2. 実施会場

(1)会場名:  長岡グランドホテル　悠久の間
　　　　　　対外参加者控え室：牡丹の間

(2)(添付資料名):会場レイアウト
3. 参加員数計画並びに参加推進方法

(1)対外対象者

　関係諸団体リスト
(2)対内対象者

長岡JCメンバー　157人（平成26年1月10日現在　休会者、退会者除く）
事務局員　　　　　 1人

合計　158人

 (3)参加推進方法

①  長岡JCメンバー
· 例会、各委員会にてPRいたします。

· 開催案内をメールにて配信いたします。

· メルマガを配信いたします。
　②　対外対象者
· 関係諸団体の皆様に対しては、招待状を持って直接参加の要請に伺います。
4. 外部協力者(協力種別)
· 思いのほか運営委員会　神林 克彦　氏

· 料理研究家　栄養士　　松丸 まき　氏

· はっつおう農園　　　　池津 伸俊　氏

5. 引用著作物の有無

　　　無
6. 実施組織

 (１)役割分担表

　　①役割分担表
	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	青木征一郎委員長

	統括補佐
	井口明彦副委員長

	事業チーフ
	阿部巧

	サブチーフ
	永澤政裕、竹内剛

	担当スタッフ
	深田純運営幹事

	シナリオ作成
	 阿部巧

	1 まちづくり委員会の想い
	永澤政裕、井口明彦副委員長、堺淳、竹野裕介

	2 創造編成果発表
	山口芳春、久保和喜、高田光副委員長

	3 ブレイクタイム
	土田雅彦、西脇直人、竹内剛

	4 まちづくり委員会の今年度の「発信」の取り組み発表
	青木征一郎委員長、二ツ家和樹、吉田了、吉原昌宏

	外部参加者渉外・PR
	通年事業連携（山口芳春、高田光副委員長）

	対内PR
	近藤久嗣、永澤政裕

	メンバー案内文作成、配信
	深田純運営幹事

	メンバー取り纏め
	深田純運営幹事

	備品担当
	 韮沢圭介会計幹事

	メルマガ作成
	井口明彦副委員長、高田光副委員長、土田雅彦、
吉田了

	アンケート作成
	 阿部巧


②当日役割分担表

	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	青木征一郎委員長

	統括補佐
	井口明彦副委員長

	事業チーフ
	阿部巧

	サブチーフ
	二ツ家和樹、竹内剛

	 担当スタッフ
	 深田純運営幹事

	1 まちづくり委員会の想い
	永澤政裕、堺淳

	2 創造編成果発表
	山口芳春、久保和喜

	3 ブレイクタイム
	土田雅彦、西脇直人、竹内剛

	④ まちづくり委員会の今年度の「発信」の取り組み発表
	青木征一郎委員長、二ツ家和樹、吉田了

	 音響・PC操作
	吉原昌宏、近藤久嗣

	 一般誘導
	高田光副委員長、竹野裕介

	 コメンテーター対応
	高田光副委員長、竹野裕介

	 タイムキーパー
	深田純運営幹事

	 記録
	 深田純運営幹事、韮澤圭介会計幹事

	 メンバー受付
	 韮沢圭介会計幹事

	 司会
	 井口明彦副委員長

	 JCIクリード
	 近藤久嗣

	JCI Mission JCI Vision
	 永澤政裕

	 JC宣言
	 堺淳

	長岡JC宣言
	 吉原昌宏

	 議事録作成人
	 久保和喜

	 議事録署名人
	 吉田了、竹野裕介


7. 事業内容(目的達成のための手法説明)
(1)実施内容
　今年度まちづくり委員会が、枝豆の創造・発信をしていくにあたっての考え方や方法についてプレゼンテーション、トークセッション等を通して伝える。

　① まちづくり委員会の想い～私たちが枝豆にたどり着いた理由～　（10分）
これまで、私たちが「まちづくりとは何か？」を問い、私たちが目指すまちにするために、どんなことができるのかを考えてきた経過をご説明します。
② 創造編成果発表　（45分）
　　「SOYがぁ～て枝豆-創造編」で研究してきた長岡産枝豆の魅力、統一ブランド化の研究の成果をプレゼンテーションと創造編にご参加いただいた3名の外部コメンテーターを含めたトークセッションを行い、より理解を深めていただきます。外部コメンテーターだけで紹介できないところに関しては、委員会メンバーがご紹介します。
③ ブレイクタイム　枝豆料理・菓子等の試食
枝豆を使った料理・菓子等をご提供することで、例会中盤のブレイクと合わせて、皆さんに枝豆の可能性を体感していただきます。
　④ まちづくり委員会の今年度の取り組み発表
　　　長岡の枝豆を広く発信していくための今後の取り組みについて発表いたします。
(2)当日までのスケジュール

10月下旬～　　実施内容検討

1月下旬～　　 協力候補者への協力依頼の打診
　　 実施内容準備
2月初旬～ 　　PR活動開始

3月17日　 　 例会当日

(3)当日のタイムテーブル
16：30　　まちづくり委員会メンバー集合、最終確認

17：00　　設営開始、リハーサル
18：00　　メンバー受付

18：30　　外部参加者受付開始

18：30　　開会ゴング
18：31　　国歌斉唱
18：32　　JCソング斉唱
18：33　　JCIクリード唱和

18：34　　JCI Mission並びにJCI Vision唱和
18：35　　JC宣言文朗読並びに綱領唱和
18：36　　長岡JC宣言唱和
18：37　　議事録作成人並びに署名人の指名
18：38　　理事長挨拶
18：42　　専務理事報告
18：50　　外部参加者入場

19：00　　理事長挨拶

19：03　　趣旨説明

19：05　　① まちづくり委員会の想い

・（映像）私たちが枝豆にたどり着いた理由

19：15　　② 創造編成果発表
・創造編の報告プレゼンテーション
・トークセッション(上記テーマ)

20：00　　③ ブレイクタイム～枝豆料理・菓子等の試食
20：10　　④ まちづくり委員会の今年度の「発信」の取り組み発表
20：30　　委員長総括

20：35　　外部参加者退場

20：40　　委員会報告

20：52　　監事講評

20：57　　若い我ら斉唱

21：00　　閉会ゴング

8.　参考例からの引継事項

(1)2013年度まちづくり委員会5月例会から
① 事前リハーサルについて
　　映像等を多用する場合は、本番の会場で1週間前に1時間ほど投影及び音響についてリハーサルを行うことができ、できる限り本番に近い状態でリハーサルできた方がいいとの引き継ぎがありました。
【対策】本例会は、事前に会場をお借りしてリハーサルを行うことにいたします。
② 例会の内容について
　　勉強会のような真面目な例会ですと、集中力が欠ける事も考えられるとの引き継ぎがありました。
【対策】本例会は、一方的にお話を聞く内容ではなく、実際に見て触れて感じられる内容にいたします。

 (2)2013年度青少年育成委員会7月例会から

① 委員会PRについて

　　通常の例会より早い時間で例会を開始する場合は、委員会PRの時間を後に回すなどの工夫をした方がよいとの引き継ぎがありました。
【対策】本例会では、委員会PRは外部参加者が退場した後の例会終了直前の時間を使って行う事とします。
② 一般社団法人長岡青年会議所のPRについて

一般社団法人長岡青年会議所の活動や存在についてよく知らなかったという意見が多数寄せられたとの引き継ぎがありました。
【対策】外部参加者の呼びかけの際に長岡JCの活動意義を説明いたします。
9.　本年の工夫と期待される効果

①  今年度まちづくり委員会が取り組む通年事業の取り組みの発表を、例会の中で行います。そのことにより、メンバー、外部協力者に、本例会だけではなく通年事業についても理解していただき、通年事業への積極的な参画につながります。
②　講師の話を聞くだけの例会ではなく、地域の宝を五感で感じてもらうことによって、より深い理解が進むことが期待されます。

③　外部協力者にご参加いただくことによって、例会に臨むメンバーの緊張感が高まり、より集中して、深い理解と積極的な参加が進むことが期待されます。

10.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

(1)公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

番号・内容:  19．地域社会の健全な発展を目的とする事業
理由: 地域の宝を再確認し、新しい価値を皆で考える場であることから。
(2)上記の目的を実現するために事業実施において注力する点
・地域にどのような地域の宝あるのかを共有します。
・参加者が地域の宝を磨くために自分に何ができるのか考えます。
(3)判断理由

・地域の宝を磨くことは、その地域の知名度や経済の発展につながります。

11.　依頼事項

(1)対内対象者向け

①  ドレスコードは、スーツ、ネクタイ、バッジ、ネームプレート着用でお願いします。
②  例会中は禁煙といたします。
(2)LOMスタッフ向け

①  外部参加者への参加呼びかけに際しご協力いただくこともありますので、その際はご協力をお願いいたします。
②　外部講師の待機時のご対応、アテンドのご協力をいただくこともありますので、その際はご協力をお願いいたします。

12.　審議のポイント

  例会参加者により深くまちづくり委員会の取り組みを知り感じてもらう実施内容について
13.　予算総額

(1)  金181,000円
(2)(事業計画)収支予算書



【審議対象資料一覧】

(1)審議対象資料

1 収支予算書
2 
メンバー向け案内文
3 
外部協力者向け案内文
4 
プレスリリース
5 
メンバー向けアンケート
6 
外部協力者向けアンケート

7 

HYPERLINK "審議対象資料/講師について.docx"

講師について
8 
コンプライアンス　受付・チェックシート

9 
3月例会次第
10 

HYPERLINK "審議対象資料/3月例会　会場レイアウト.xls"

会場レイアウト
11 

HYPERLINK "審議対象資料/関係諸団体呼びかけリスト.xls"

関係諸団体リスト

12 

HYPERLINK "審議対象資料/垂れ幕.docx"

垂れ幕



 (2)参考資料

1 2010年度（社）糸魚川青年会議所5月担当例会「エビ１グランプリ」報告書
2 

HYPERLINK "参考資料/3月例会備品リスト.xlsx"

備品リスト

3 

HYPERLINK "参考資料/枝豆スイーツ候補.docx"

枝豆スイーツ


　　④　ロードマップ


上程スケジュール

第1回委員会


平成25年10月15日

第2回委員会


平成25年11月25日

第10回スタッフ会議　　　　　　 平成25年12月3日

第3回委員会　　　　　　　　　　平成25年12月9日

第11回スタッフ会議　　　　　　 平成25年12月19日

第4回委員会
　　　　　　　　平成26年 1月 8日

第12回スタッフ会議

平成26年 1月14日

第 2回理事会
　　　　　　　　平成26年 1月21日

第5回委員会　　　　　　　　　　平成26年1月23日

第13回スタッフ会議　　　　　　 平成26年1月28日
第3回理事会
　　　　　　　　平成26年 2月 6日



今後の上程スケジュール
第6回委員会　　　　　　　　　　平成26年2月3日

第4回理事会　　　　　　　　　  平成26年2月19日


事業実施後の上程スケジュール

第○○回委員会


平成○○年○○月○○日

第○○回スタッフ会議
　　　　平成26年4月16日

第○○回委員会


平成○○年○○月○○日

第○○回スタッフ会議
　　　　平成26年4月30日

第9回理事会


平成26年5月14日



【前回までの流れ(意見と対応)】
(1)第10回スタッフ会議
平成25年12月3日

Q:今日の討議事項で上げられた通年事業に対するスタッフの意見を元に、キッチンスタジアムというやり方も含めて例会事業の修正をして欲しい。
A:枝豆の魅力・特性については、いただいた意見も含め、キッチンスタジアムと並行して行うトークセッションの中に盛り込んでいきたい。キッチンスタジアムは、トークだけでは伝わらない、枝豆の魅力を実施に調理や試食を通して伝えていく手段として徹底したい。
Q: プレスリリースにアイディアをもっともっと、ワクワク感を。事務的になりすぎている。
A:修正しました。

(2)第11回スタッフ会議　平成25年12月19日
Q:背景、目的を例会と創造編、発信編で変えるつもりですか。
A:それぞれに異なります。
Q:3月例会という早い段階で、キッチンスタジアムで加工したものを出すことに違和感がある。豆本来の味や特徴を伝えることが大事なのではないか。

A:キッチンスタジアムを削除しました。 
Q:色んな豆の味を比べる事はできないか。
A:長岡産の豆は、この時期むき身の冷凍しかありません。

Q:非常に多くの外部の方が来られる予定になっていますが、何を伝えたいのか、外部の方の立ち位置が見えない。どうしてほしいのかをきちんと伝えた方がいいのではないか。
A:例会の本質を検討した中で、例会はメンバーに対しての例会と考え修正しました。創造編からの引き続き参加していただく方は、まちづくり委員会メンバーと共に設営し、例会から参加された外部の方は、これまでの活動を見ていただき同じスタート位置に立てるようにし、発信のスタートを共感して頂きたいと考えます。
Q:色んなところがやっているような内容で、効果が薄く感じる。例えば、世界遺産となった「和食」をキーワードに外国人向けにやるなどが考えられるのでは。既存にあるものではない切り口をやらなければ新鮮味がないと思います。スタートの集会ですのでもっとインパクトが欲しいと思います。
A：「郷土長岡の愛着と誇りを持てる市民を創る」という今年度のまちづくり委員会が考える「まちづくり」に、今一度立ち戻り、そのために何ができるのかと再考し修正しました。
(3) 第12回スタッフ会議　平成26年 1月14日

Q：対外対象者が関係者だけということですが、その理由を教えてください。

A：JCメンバーも外部協力者の方々も創造編で、すべての方々に参加いただくのは難しいと思います。この例会の主眼は、この創造編で参加できなかった方々にも同じスタートラインになっていただくことが大事だと思っています。また市民の方を大勢呼ぶことは現実的になかなか難しいこともあります、その中でマスコミの皆様をうまく使うということを考え、この例会以降に多くの市民の皆様に伝えていきたいと考えております。

Q：対内目的のところで、「積極的にご協力」という文言がありますが、メンバーは協力して当たり前ですので、この文言はいらないのではないか。また「発信事業」という言葉も唐突に出てきています。
A：「発信事業に積極的にご協力」という文言を、「積極的に発信していただけること」という文言に修正しました。
Q：試食をスイーツセットにしぼった理由を聞かせてください。
A：休憩という意味合いの時間になります。そのことから提供しやすいものとしてスイーツにしました。
Q：スイーツセットは、今あるものですか。創造編はこれからなのにすでに創るものが決まっているのでは意味がないと思います。
A：現在、鹿の子さんで提供できるものです。
Q：休憩であっても目的が必要だと思いますが、このスイーツは、家庭で作れるものなのか、お店が作るものでこういう可能性があります。というものなのですか。
A：家庭でも作れるものを考えております。
Q：スイーツは美味しいのですか。事前に理事長には試食をしていただいた方がいいと思います。それが組織としてのこだわりだと思います。
A：美味しいです。そのようにしたいと思います。
Q：創造編で話し合ったものを食べられないのでしょうか。
A：予算の範囲内であれば検討したいと考えます。
Q：研究会で生まれたものをあれば、出した方が良いと思います。間に合わなければ、今の予定であるスイーツでも良いと思います。
A：スイーツに拘らないように自由度がある書き方で修正いたします。
O：この段階で加工したものを出すということを考え過ぎると、今後の活動もその考えに引っ張られてしまうのではないか。
A：スイーツと限定と言うわけでなく、枝豆に関連したものを提供したいと思います。
Q：外部協力者の選定理由を押してください。
A：神林先輩に関しては、食についてのまちづくりの取り組みについてお聞きしたいと思います。
松丸様に関しましては、枝豆の栄養的な魅力や、女性という立場からお聞きしたいと思います。池津様に関しましては、肴豆の第一人者でありますので、肴豆への想いをお聞きしたいと思います。
O：選定理由を記載していいのではないでしょうか。

A：審議対象資料の「講師について」に記載いたしました。
O：トークセッションの内容はこれからだと思いますが、一寸法師は長岡野菜になる旬のネタだと思います。
A：長岡野菜ブランド協会の了承を頂きましたらPRの一つに加えたいと考えます。
(4)第 2回理事会　平成26年 1月21日

倉重一郎理事

Q：対内目的で、「地域の宝を学んでいただき」というのは、手法で該当するところはどこですか。また、地域の宝を学ぶという段階から次のステップに行くのが今年の取り組みであると思います。対内目的が、内容を簡潔に書いているだけだと感じます。委員長の考える目的は、おそらく1つ目として地域の宝に共感してもらい歩調を合わせる事、2つ目として実行するための下地を作る事、3つ目としてメンバーが通年事業への主体性を作る事だと理解しています。そうすると3点目が目的に記載されていないのではないでしょうか。
A：ご指摘の3点が反映されるように対内目的を修正しました。

Q：背景で、一行目は、目的ではないでしょうか。その点も含めて全体のロジックを再度検討してください。
A：背景を修正しました。
高野雅之理事

Q：対外目的で、主語がわかりません。「理解し共感する」のは誰でしょうか。「誰もが」というのは誰ですか。
A：参加者であります関係者諸団体を指します。
池田治理事

Q：今一度確認しますが、対外目的の「誰もが」というのは関係者諸団体を指すということで、そこから一般市民に広げていくという考え方ですか。
A：その通りです。さらに、関係諸団体にマスコミも加えています。対外目的では、「誰もが」を削除し、わかりやすくしました。
O：通年と合わせた全体の流れを添付したらいかがでしょうか。
A：参考資料に「ロードマップ」を添付しました。

大宮丈範理事

Q：ここでの対外目的は、創造編に参加した人というよりは、マスコミということでしょうか。
A：マスコミだけではありません。関係諸団体すべてです。
O：「取組」は、「取り組み」にしないと意味が通らないと思います。
A：「取り組み」に修正しました。
井上賢太理事

Q：実施内容に関して、この例会を踏まえて、関係諸団体がそれぞれで発信していくということでしょうか。
A：主体としては、まちづくり委員会が発信していきます。その中で関係諸団体とコラボレーションしていくというイメージで進んでいきます。
倉重一郎理事

O：予算の企画演出費ですが、(株)ifの細目が企画費になっているのはなぜか。細目が4つに分けられているのは1つでもいいのではないか。精査してください。

A：企画はまちづくり委員会で行い、演出方法で映像を使用しますので、演出費に修正しました。細目につきましては、見積もり通りでの記載としています。
西山和里理事

O：アンケートに関して、メンバーに対して、何のために聞きたいのですか。④で、協力したくないとは回答しないと思います。どのように協力できるかでよいのではないでしょうか。アンケートは目的の達成を図るものだと思うので、少し具体的なアンケートを作成した方がいいのではないでしょうか。
A：具体的に協力内容が把握できるように修正しました。
(5)第13回スタッフ会議　平成26年 1月28日
Q：背景で、「この長岡にある地域の宝を」とありますが、「長岡」と同じ意味を繰り返しているように感じますがいかがでしょうか。

A：言い易さや聞きやすさでこのように表現しております。
Q：対外目的の主語は、項目が対外に向けた目的であることから、対外対象者が主語であることは理解できると考えますので無理に主語は不要だと考えますがいかがでしょうか。

A：主語を削除しました。

Q：対内目的で、メンバーに共感していただく事が目的なのでしょうか。その先の発信していただく事が目的なのでしょうか。

A：発信していただくために共感して頂きたいと考えます。

Q：対内目的の文章は、「共感したメンバー」が、「地域社会の発展を思うメンバーの一員」として、「積極的に発信」する、という順番が適切と考えますがいかがでしょうか。

A：そのように修正しました。

Q：発信することを目的とした場合、目的達成を図るのが先になりますが、どのように考えていますか。

A：発信編で、活動報告を予定しております。

Q：時期はいつごろを予定していますか。

A：10月末から11月上旬で、震災復興の事業と重ならないように予定致します。

12

